
と書いているが、これは正確でなく、既に明治１０年に|｢和訳対訳辞林』（ルドルフ・レーマン校

訂、著述者・斎田調於、那波大吉、国司平六）という立派な辞書が出ている。ただし、これは

既に入手困難になっていた。

「序」には「著署識」とだけあって具体名はないが、次に述べる「凡例」と共に、文体から

推察して登張信一郎が書いたものであろう。

大洋を航行する際の羅針盤の如きものだとして必読を求めている「凡例」は、この辞書の,性

質をよく説明している。

「本辞書は、日本語の悉<を、網羅せる者にあらず、又日本語の悉<を網羅せんとするの目

的を以て作られたるにあらず、只だ普通一般に用ひらる、日本語，即ち日本語を解する者の、
こうとう

必ず知得せざるべからさ゛る語を集め、それを恰当せる独逸語に訳したる者なり、故に本辞書は

大家先生の需に応ずる者にあらずして、現今此種の辞書に向て、渇欲せる初学者の希望を充さ

んとする者なり」

と前置きし、ａからｇまで箇条書きしているが、ここでは二例のみ引用しよう。「ｃ日本語には、

地方により、又同一地方に於ても種々異りたる呼称をなさ餅る者多ければ、己の求むる語が－

箇所に見出されずとも、それに失望して忽ち本辞書を勉葉するの愚をなす勿れ、寧ろ己の求む

る語と同意義を有せる他の語を求むるに如かず」「。この求むる語を発見したる時は、次に１，
も

２，３等の数字の下Iこある独逸語を選択すべし、若し然らざる時には己は志と、大に隔離せる

語を用ふるの恐あるべし」

和独辞書としてはこの後、国吉直蔵著「和独新字林」（明治36年、独逸語学雑誌社)、岡倉

一郎編『新訳・和独辞典』（明治45年、金刺芳流堂)、小田切良太郎・ウォールフアールト共編

『註解和独辞典』（明治45年、富山房）が刊行された。特にそれまでの和独辞典を総決算した観

のあった|｢註解和独辞典｣|は好評で、長くドイツ語辞書界に君臨した。

最初の女性独語教師ゾフィー・ビュットナー

今でこそ女性の外国人教師は珍しくないが、明治・大正期にお

いては稀であった。例えば旧五高75年の歴史で外国人教師は30人

に達するが、そのうち女性は僅か二人しかいない。その最初の－

人がゾフイー・ピュットナー（SophieBijttner）であった。もう

一人はキャサリン・ギューロック・ウッドローといい英語の嘱託

講師（今で言う非常勤講師）であった。彼女はビュットナーより

３年遅れて就任した。ところで、ビュットナーといっても今では

知る人は殆どいないであろう。彼女は明治末から大正初期にかけ

て鹿児島の七高造士館と熊本の五高の傭外国人教師として独語及

びラテン語を教えたほか、ベルリンでも主に日本人留学生に独語

を教えた人である。ともかくビュットナーは全国的に見ても高等ゾフィー・ビュットナー
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学校において女性で傭外国人教師となった噴矢であった。その点は注目してよい。だがそれだ

けに、抵抗もあったようだ。

ゾフイー。ピュットナーは、自筆の履歴書（五高記念館蔵）によると、1868年（明治元年〉

４月６日プロイセンのヴェーフェルリンゲン（Weferlingen）に生まれた。ハルバーシュタッ

ト高等女学校卒業後、英語を学ぶため英国へ渡り、また仏語を学ぶためにパリに赴いた。その

後ドイツに留まり、ベルリンで外国人に私宅教授をなした。教えたのはアメリカ人、英国人、

フランス人、ノルウェー人であったが、日本人が主で、東京。京都両大学の教授、東京工業学

校。師範学校の教授、文部省及び在独日本大使館員、官吏、医師、技師等であった。1906年ア

メリカに赴いた。翌1907年（明治40）口本より招聰され、鹿児島第七高等学校造士館教師とな

り、２年間務めた。その後ベルリンに帰り（履歴書には「伯林市西シチュベンス町三番地住」

とある）再び日本人に独語の私宅教授をなした。1911年（明治44）夏、第五高等学校の招聰に

応じ９月６日熊本に着いた。ちなみに、雑誌「Japanu、china」（第21号、1911年６月発行）

の雑報欄に「ピュットナー嬢は８月13日シベリア経由で日本へ出発の予定」とある。最初の契

約は明治44年９月１日より同45年７月31日までで月給３百円を支給された。担当は独語とラテ

ン語。１１月13日より授業を開始した。

だが、官立の高等学校に女性教師を傭入れることは、初めてのことだったので、異論もあっ

た。例えば教育官僚で独語学者でもあった寺田勇吉は「外国語教授論」（『教育時論」第811号、

明治40年）で、こう述べた。

「近頃、鹿児島の第七高等学校、即ち造士館に傭ひ入れになった、独逸の婦人ピュットナー

嬢の如きは、今日も文部当局者、福原氏の如き人の先生であって、多数の日本人が伯林に到着

して、独逸語の分らぬ為に此嬢に就て習った人がある。併しながら－時其の独逸国に往って、

学問したり、見聞したりするのに、言葉が出来薮〈て困るが為めに独逸語を習ふには、成る程、

子供の時女親に就くといふことも良からうと恩ふ゜然し､柵の高等女学校を卒業して、多少
英語に通じて、文学といふ様な趣味は少しもなくして、唯昨年英国に渡って、二、三個月づ、

諸処に雇われて独逸語の初歩を教へて、遂に日本に来た。斯ういふ様な婦人を官立学校、然も

高等学校に傭入れて教師とするいふ様なことは、非常な過ちである。文部当局者が、欧羅巴で

世話になったといふことの為めか、若くは男子よりも月給が安いといふ為め|こか、斯の如き婦

人をぱ傭入れて、高等学校の教師となして得々として喜んで居るといふのは、甚だしい誤りで

ある。我輩はピュットナー嬢に、伯林に於て面会したこともあり、仲＞お世辞の上手な人で、

年齢は当時四十才位な人と息ふ。決して此嬢を悪くいふのではないが、唯相当の学力を有せざ

る人を高等学校に傭ひて、教授せしめるといふことは、帝国の高等教育の恥辱でもあるし、外

国語を学ぶといふことの目的にも適はいものと恩ふから、将来は斯の如き人を傭い入れるなら

ば、寧ろ止めるが善いと思ふ゜」

高等学校に採用する外国人教師は相当の学力（大学卒と解してよい）がなければならないと

いう寺田②主張は、正しいと思うが、それは男性教師について言えることであって、当時の女

性教師にそれを求めるのは少々酷ではないか。学問の国ドイツでも、教育制度の面では遅れた

部分があり、まだ女子に対して入学を制限したり、学位を授与しない大学もあったのだから。

それで大卒の女性教師を日本の高等学校に招聰することは困難だった。そこで大卒ではないが、
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上記履歴書に書かれているように、ベルリンで文部省副学務局長だった福原鏡二郎はじめ、多

くの日本人に独語を教えた経験のあるピュットナー女史に白羽の矢が立ったのであろう。ここ

は、学歴より彼女の語学教師としての能力を見込んで採用した当時の七高校長岩崎行親と五高

校長松浦責三郎の英断を讃えるべきだろう。それまでの功績が認められたせいか、明治44年

(1911）12月には奏任に準ずる身分取り扱いとなった。外国の女性教師がそうした称号を与え

られることは珍しかった。さらに大正元年８月１日より同４年〔1915）７月31日まで傭継続と

なり（この時松浦校長と交わした11カ条の詳細な契約書が残されている）、彼女の方も期待に

応え五高では授業のほか、ｉ龍南会雑誌ｊへの寄稿、瑞邦館での外国語演説会への参加など熱

心だった。大正３年12月には奏任５等以上に準じる身分取り扱いとなったが、当時第一次大戦

が勃発し日独は敵国として戦争中だっただけに、これは驚きだ。五高当局が彼女の勤務態度と

貢献度を評価したた鯰だろう。寺田勇吉の心配は全くの杷憂だった。帰国旅費（675円）も契

約通り支払われた。ナホッドの日本書誌によると、ピュットナーは帰国した1915年と、１６年に

自身の日本体験に基づく論文２篇を発表した。その後まもなくして彼女は世を去ったと推定さ

れる。

Ｓ・ビュットナーの見た七高と丑高

女性の独語教師として日本の高等学校に最初に招聰され、七高造士館と五高で６年間教えた

ゾフィー。、ピュットナーについては、以前本欄で取り上げたが、その後、帰国後彼女が書いた

｢日本の高等学校」（JapanischeHochschulen）〈Kctogakko〉（1916）と題する新資料を入手

したので紹介したい。

ピュットナーは来日前はベルリンで日本からの留学生にドイツ語を教えていた。（その中には

文部省副学務局長福原鎌二郎、同参事官田所美治、国文学者芳賀矢一、地理学者山崎直方など

もいた｡）ところが或る日突然、日本の文部省から鹿児島の第七高等学校に独語教師として赴

任しないかと文書で問い合わせがあった。そこには学校や仕事の内容についての詳しい記載は

なく、日本の高等学校は大学への予備的学校として重要なもので、従ってそこ雇われている教

師の地位は大変高く、尊敬きれるということが強調されていた。だが同時に女'性には不愉快な

こともあるだろうし、孤独を感じることも覚悟してほしい。高等学校に女性教師を雇うのは初

めてで、実験的な意味もあると書かれてあった。これだけでは日本の高校の具体的にはイメー

ジは湧かなかったが、ビュットナーは長年ベルリンで日本人を教えた経験から、日本人はドイ

ツ語を必要としていることは分かっていたので、直ちに招聰に応じることに決めた。そして

19,7年（明治40）８月、日本へ向かった。

日本に着いてみ為と、好奇の目で見られ、ホテルには新聞記者達が通訳を連れて押し掛け、

質問責めにあった。鹿児島へ向かう車中や船中でも、似たような質問をさんざん受けた。途中

の都市ではベルリンで教えたかっての教え子達から熱烈に迎えられた。大阪から小さな汽船に

乗って桜島に囲まれた鹿児島港に着くと、校長と教授達に温かく迎えられた。
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